
 

能能もも狂狂言言もも、、思思っってていいたた以以上上にに身身近近  

    想想像像すするる楽楽ししささがが広広ががるる能能楽楽堂堂  
川崎駅周辺のにぎわいから少し歩いた場所に「川崎能

楽堂」はあります。昭和61(1986)年に開館し、今年で40

年を迎えるこの建物は、市民に開かれた能楽の場として

歩んできました。主催公演のほか、貸館としても利用さ

れています。 

客席は148席と、能楽堂としてはコンパクトなつくりで、

舞台と客席の間に白洲(しらす)がなく、見所(けんしょ)

と舞台がとても近いのが大きな特徴です。後ろの席から

でも、演者の息づかいが感じられるほどの距離感であり、

「こんなに近くで見られるとは思わなかった」という声

も多く聞かれます。演じる側にとっても、この距離感は

特別なようで、舞台に立つ緊張感がより高まることもあ

るそうです。すぐ目の前で繰り広げられる世界を感じら

れることで、物語の世界に自然と引き込まれていく。そ

れは、「鑑賞する」というより「同じ空間で体験する」感

覚に近いのではないかと思いました。 

また、この能楽堂の能舞台には屋根がありません。限

られた敷地条件の中で、あえて屋根を設けず、「市民ホー

ル」としても使えるように設計されました。能や狂言だ

けでなく、さまざまな表現の場として利用されています。

能舞台という特別な空間でありながら、どこか身近で、

気軽に足を運べる雰囲気があるのも川崎能楽堂ならでは

と言えるかもしれません。 

能楽は舞台装置がない分、自分の想像で肉付けをして、

自分の中でその物語が進んでいくところに独自の魅力が

ある芸能。川崎能楽堂には、能や狂言を入り口に、想像

力を広げ、自分なり

の楽しみ方を見つ

けられる「余白」の

時間が用意されて

いるように感じら

れます。皆さんも、

まずは一度、足を運

んでみませんか。 
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JR「川崎駅」東口より徒歩約 5 分 川川崎崎能能楽楽堂堂  
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■川崎能楽堂 

〒210-0024 川崎区日進町 1-37 

電 話 044-222-7995 

休館日 水曜日、年末年始 

最最初初のの一一歩歩ををややささししくく後後押押しし  

体体験験ししててみみるるとと、、能能ははぐぐっっとと近近くくななるる 

ああななたたななりりのの使使いい方方がが見見つつかかるる場場所所  

「能や狂言は難しそう」、そ

んな不安をやわらげるための

工夫の一つが、「川崎市定期

能」で行われている事前講座

です。上演前に、出演する能楽 

「こういう使い方はできる
かな」 そう思ったら、まず
は相談してみましょう！ 

毎年夏に開催される「夏休み

能楽体験・鑑賞教室」は、子ど

もから大人まで参加でき、毎回

定員を超える応募があるそう

です。謡(うたい)や仕舞(しま

い)、笛、小鼓(こつづみ)とい

った能を形づくる要素から一

つを選ぶのではなく、すべてを

体験できるのが特徴です。 

 

貸館としての利用は、能や狂言のお稽古や発表会だけ

でなく、日本舞踊、邦楽、演劇、音楽公演など多岐にわ

たります。館内には和室もあり、和室のみの利用ができ

る日もあります。 

ホームページ 

師本人が演目のあらすじや見どころを解説し、ときに

は体験コーナーが設けられることも。少し予習をして

から舞台を見ることで、感じ方が変わると話す方も多

いようです。 

また、狂言のみの公演や、分かりやすい解説付きの

企画もあり、笑いや親しみやすさを通して伝統芸能に

触れられる機会も用意されています。 

舞台装置を大きく組むこと

ができない分、想像力を生か

した表現が求められるのも、

この空間ならではの特徴で

す。自分の表現や物語が際立

つ、そんな使われ方ができる

貴重な施設です。 

お
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成人向けの能楽教室(謡曲・ 

仕舞・笛・小鼓)も通年で開講 

しています。講師の能楽師の先生方は、初めて

の人にも分かりやすく導いてくれます。 

管理運営団体 

公益財団法人川崎市文化財団 

夏休み能楽体験・鑑賞教室
（仕舞） 

謡のお稽古 

    

日日常常のの延延長長にに動動物物とと自自然然がが  
加瀬山(かせやま）という小高い丘の自然に包まれた場

所にある夢見ヶ崎動物公園は、「動物園」というよりも、

「動物のいる公園」という言葉がしっくりくる施設です。 

園内では、約50種類・270頭ほどの動物たちが飼育され

ており、入園料は無料。365日開園しているため、思い立

ったときに立ち寄れるのも大きな魅力です。 

この公園の特徴は、特別な目的をもって訪れる場所と

いうより、日常生活の延長線上にあること。朝はラジオ

体操やウォーキング、犬の散歩を楽しむ人の姿があり、

日中はベビーカーを押した親子や、保育園の子どもたち

が「お散歩」で訪れます。 

山の上にありながら、園内は比較的平坦でコンパクト。

30〜40分ほどでひと通り回ることができるので、小さな

お子さん連れでも無理なく楽しめます。迷子になりにく

く、子ども自身が「次はあっち」と歩いていける安心感

もあります。 

春は桜、初夏はアジサイ、夏は木陰の涼しさ、秋は紅

葉、冬は澄んだ空気。動物たちの姿とともに、四季折々

の自然を感じられるのも夢見ヶ崎ならではです。 

園内では、ひとりで静かに過ごす人の姿も、家族で会

話を楽しむ風景も自然に混ざり合っています。まなざし

や会話のあいだに動物がいて、その存在が空気をやわら

かくしているようです。穏やかな気持ちで過ごせるから

こそ、帰り道には少し肩の

力が抜けている。夢見ヶ崎

動物公園は、そんな時間を

そっと用意してくれる場所

のように感じられます。 

幸
区 

JR 横須賀線・湘南新宿ライン「新川崎駅」より徒歩約 15 分 
JR 南武線「鹿島田駅」より徒歩約 20 分 
       川崎市チャンネル(YouTube)夢見ヶ崎動物公園への行き方➡ 

 

川崎市夢見ヶ崎動物公園 
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■川崎市夢見ヶ崎動物公園 

〒212-0055 幸区南加瀬 1-2-1 

電話 044-588-4030 

開園時間 午前 9 時～午後 4 時 

年中無休・入場無料 

 

 

ののんんびびりりししたた姿姿にに、、思思わわずず笑笑顔顔♪♪  
ロロババののババロロンンちちゃゃんん  

公式 X 

近ごろ園内で注目を集めている

のが、ロバのバロンちゃんです。令

和７年度に仲間入りしたばかり

で、やさしい表情と穏やかな雰囲

気が印象的です。 

バロンちゃんは、時間や体調に

余裕があるとき、飼育員さんと一

緒に園路をお散歩することがあり

ます。このお散歩は、運動や気分転

換、環境に慣れるための大切な時

間でもあるそうです。もし出会え

たら、それはちょっとした幸運か

もしれません。 

 

トトンンネネルルみみたたいい！！  
カカイイヅヅカカイイブブキキとと豊豊かかなな自自然然 

夢見ヶ崎動物公園を訪れたら、

ぜひ歩いてみたいのが、カイヅカ

イブキの並ぶ小道です。枝葉が重

なり、まるで緑のトンネルのよう

に見えますね。夏は木陰が涼し

く、歩いているだけでほっと一

息。季節によって光の入り方や空

気感が変わり、同じ道でも違った

表情を見せてくれます。季節の草

花や野鳥の声、散策の楽しみが広

がります。 

見見るるだだけけでで終終わわららなないい「「命命をを感感じじるる」」時時間間  

人気者！レッサーパンダ    桜とラマナンとセピア 気品が漂ういでたち
と、甘えん坊でやん
ちゃな性格が魅力的
です。 

夢見ヶ崎動物公園では、「い

のちを感じる」というテーマ

が、園の大切な軸になってい

ます。動物を見て「かわいい

ね」で終わるのではなく、その

先にある、いのちの重みやつ

ながりにそっと目を向けても

らえたら──そんな思いが込

められています。動物の成長

の様子を伝える写真や掲示に

も注目してくださいね。 

春先には、シカやマーコール
などの出産シーズンを迎え
ることがあり、運が良ければ
誕生の瞬間に立ち会うこと
ができるそうです。 

新川崎駅そばの跨線橋上には
「ゆめみらい交流会」の皆さん
による夢見ヶ崎動物公園に関す
るイラストや写真がたくさん！
わくわく感を盛り上げます。 

夢見ヶ崎動物公園 
の魅力発信映像 

川崎市 HP 

能「二人静」（撮影：前島吉裕）能「二人静」（撮影：前島吉裕）

この能楽堂の能舞台には屋根がありません。限られ

た敷地条件の中で、あえて屋根を設けず、「市民ホール」

としても使えるように設計されました。能や狂言だけで

なく、さまざまな表現の場として利用されています。能

舞台という特別な空間でありながら、どこか身近で、気

軽に足を運べる雰囲気があるのも川崎能楽堂ならではと

言えるかもしれません。
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